
 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

●201８～201９年度国際ロー
RI 会長 バリー・ラシ

インスピレーシ
なろう

東京八王子西
ロータリークラブ 2018～2019 No.9平成30年

温故知新が変化を生む●会長標語 会長 峰尾 孚

次回のプログラム
●第2536回（12/21）
●会場 京王プラザホテル八王子

今週のプログラム
●第2535回（12/14）
●会場 京王プラザホテル八王子

＊イニシエーションスピーチ
小林秀司会員
佐藤永一会員

＊年忘れ家族例会（夜間）

害ん年武車の人と山済案れ尾業業にに台きのには器の設で被線日日

今
回
こ
の
よ
う
な
卓
話
の
機
会

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
日
は
弊
社
の
概
要

を
ご
説
明
す
る
と
と
も
に
、高
尾

山
地
域
の
現
状
と
課
題
を
お
話
し

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

弊
社
の
設
立
は
大
正
10
年
の
９

月
で
、そ
の
後
約
５
年
間
の
工
事

期
間
を
経
て
昭
和
２
年
１
月
に

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。第
２
次
世
界
大
戦
中
は

企
業
整
備
令
に
よ
り
営
業
を
休
止

し
、昭
和
24
年
に
営
業
を
再
開
し

ま
し
た
。ま
た
、観
光
リ
フ
ト
は
昭

和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
の
日
に
営
業
を
開
始
し
、

現
在
は
、鉄
道
事
業
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
）、索
道
事
業（
観
光
リ
フ
ト
）

の
ほ
か
、食
堂
業（
蕎
麦
処
・
売
店
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
）、遊
園
地
業

（
さ
る
園
・
野
草
園
）、不
動
産
業

（
不
動
産
賃
貸
）、保
険
代
理
業（
損

設
立
の
経
緯

船江栄次会員

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

話
卓
員
会

の
境
環
業
事

ータリー テーマ
シン

ションに
う

12月14日

害

「「
事
業
環
境
の

会
員
卓
話

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

本
年
９
月
30
日
か
ら
10
月
１
日

に
か
け
て
日
本
列
島
を
縦
断
し
た

台
風
24
号
に
よ
っ
て
、弊
社
は
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。画
像

の
と
お
り
、ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
沿
線

に
は
樫
の
大
木
が
倒
れ
、リ
フ
ト

は
樅
の
倒
木
に
よ
っ
て
脱
索
し
搬

器
も
壊
れ
ま
し
た
。経
験
上
、台
風

の
規
模
や
進
路
で
あ
る
程
度
施
設

設
備
へ
の
影
響
は
想
定
で
き
る
の

で
す
が
、今
回
は
そ
れ
を
上
回
る

被
害
で
、山
上
居
住
者
の
生
活
路

線
で
も
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
１

日
運
休
、リ
フ
ト
の
復
旧
に
は
５

日
間
を
要
し
ま
し
た
。

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

害
保
険
代
理
店
）の
各
事
業
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。弊
社
は
大
正
９

年
当
時
の
大
本
山
髙
尾
山
薬
王
院

武
藤
貫
首
の
「
高
尾
山
に
登
山
電

車
を
敷
設
し
来
山
す
る
信
徒
の
足

の
便
を
図
れ
ば
、さ
ら
に
多
く
の

人
々
に
御
仏
の
教
え
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。ま
た
、来

山
者
が
多
く
な
れ
ば
浅
川
村
も
経

済
的
に
潤
う
で
あ
ろ
う
。」と
の
発

案
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
の
で
、以
来
、大
本
山
髙

尾
山
薬
王
院
の
お
膝
下
で
地
元
企

業
、商
店
の
皆
様
と
協
調
し
て
事

業
を
展
開
し
高
尾
山
地
域
の
発
展

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

高
尾
山
地
域
で
は
、薬
王

社
、商
店
会
、料
飲
組
合
及

が
各
々
の
組
織
で
防
災
訓

施
し
て
い
ま
す
が
、山
頂

タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
麓
の

尾
山
口
駅
ま
で
が
合
同
で

練
を
行
っ
こ
と
は
あ
り
ま

年
間
３
０
０
万
人
も
の
来

訪
れ
る
観
光
地
と
し
て
は

様
の
安
全
を
一
層
強
化
す

に
も
、消
防
及
び
警
察
の
ご

を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
規

災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

台
風
24
号
の
被
害
状
況

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

）
金
（
日
0
月
1
年
８

０
２

」
て
い
つ
に
化
性
活
の
済
経
域
地
山
尾
高
と
化

害
保
険
代
理
店
）の
各
事
業
を
営

高
尾
山
地
域
で
は
、薬
王
院
、弊

で
あ
る
と
考
え
て
お

ま
す
。

変変
化
と
高
尾
山
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
２
０
１
８
年
1
月
30
日
（
金
）

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

線沿トフリ ケ

反
し
対
前
年
度
11
万

う
結
果
で
し
た
の
で

を
従
来
の
よ
う
に
天

の
と
楽
観
視
せ
ず
、

す
る
必
要
が
あ
る
と

ま
す
。特
に
天
候
が

た
月
の
減
少
が
大

35
℃
を
超
え
る
酷
暑

態
化
す
る
と
な
れ
ば

減
少
傾
向
は
続
き
ま

の
傾
向
は
各
商
店
の

と
も
連
動
し
て
い
る

た
め
、先
日
地
元
の

料
飲
組
合
の
役
員
に

情
報
を
提
供
し
、一

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

線沿ーカルブーケ

る
た
め

ご
指
導

模
な
防

が
急
務

申
し
ま
す
と
、そ
れ

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
及
び

の
輸
送
人
員
は
年
間

前
後
で
し
た
が
、20

３
万
人
、22
年
度
は

と
増
加
し
、そ
の
後

１
０
万
人
前
後
で
推

し
た
。し
か
し
な
が

社
の
第
２
四
半
期
累

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

王
院
、弊

び
町
会

練
を
実

の
ビ
ジ

京
王
高

防
災
訓

ま
せ
ん
。

山
者
が

は
、お
客

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ

ド
で
三
ツ
星
の
評
価
を
得
て
認
知

度
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
健
康
登
山

ブ
ー
ム
が
契
機
と
な
り
、翌
20
年

度
か
ら
高
尾
山
の
来
山
者
は
急
増

し
ま
し
た
。そ
の
裏
付
け
と
し
て

事
業
環
境
の
変
化

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

れ
ま
で
の
弊
社

び
観
光
リ
フ
ト

間
１
３
０
万
人

20
年
度
は
１
７

は
２
０
１
万
人

後
は
毎
年
度
２

推
移
し
て
き
ま

ら
、今
年
度
弊

累
計
は
予
想
に

万
人
減
少
と
い

で
、こ
の
傾
向

天
候
に
よ
る
も

、細
か
く
分
析

と
考
え
て
お
り

が
安
定
し
て
い

大
き
く
、気
温

暑
が
今
後
も
常

ば
、来
山
者
の

ま
す
。ま
た
、こ

の
収
益
の
状
況

る
と
思
わ
れ
る

の
商
店
会
及
び

に
も
こ
れ
ら
の

緒
に
今
後
の



　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

友
人
と
グ
ル
ー
プ
で
ハ
ー
ド
過
ぎ

な
い
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、飲

食
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
企
画
に
興
味

を
も
っ
て
い
ま
す
。30
代
後
半
〜

50
代
後
半
の
ミ
ド
ル
層
は
女
性
が

増
加
、男
性
が
減
少
し
て
お
り
、女

性
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
意
欲
的
で

す
。50
代
後
半
以
上
の
シ
ニ
ア
層

は
健
康
登
山
、山
頂
で
富
士
山
を

見
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
目
的
意

識
を
も
っ
て
来
山
し
て
お
り
、リ

ピ
ー
ト
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、来
山
の
頻
度
は
全
体
と

し
て
は
横
ば
い
で
す
が
、男
性
の

30
代
に
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
、初

報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。現
在
高
尾
山
口
駅
前

の
整
備
、中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
、産
業
交
流
拠
点
の
整
備
等
も

進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、八
王
子

市
、八
王
子
商
工
会
議
所
、八
王
子

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
も

連
携
を
密
に
し
て
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
施
策
で
あ
る
『
東
京
都
観

光
産
業
振
興
実
行
プ
ラ
ン
２
０
１

８
』を
踏
ま
え
な
が
ら
、自
然
、農

林
水
産
、歴
史
文
化
と
い
っ
た
観

光
資
源
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て

観
光
客
の
増
加
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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集
客
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
提

案
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
３

月
に
京
王
電
鉄
の
グ
ル
ー
プ
企
業

と
な
っ
た
こ
と
も
弊
社
に
と
っ
て

は
大
き
な
事
業
環
境
の
変
化
で

す
。京
王
電
鉄
と
は
以
前
か
ら
資

本
関
係
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
回

子
会
社
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

大
き
な
力
を
得
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。高
尾
山
温
泉
、高
尾
５
９
９

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
関
連
施
設

と
の
協
調
を
通
じ
て
、高
尾
山
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
魅
力
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
調
査
結
果
を
参
考

に
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、年
齢

層
別
の
傾
向
と
し
て
は
、20
〜
30

代
前
半
の
い
わ
ゆ
る
ヤ
ン
グ
層
は

過

来
山
が
全
体
の
20
％
、10
回
以
上

の
ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
は
45
％
、

平
均
回
数
６
回
と
い
う
調
査
結
果

も
出
て
い
ま
す
。

多
く
の
お
客
様
に
継
続
し
て
高

尾
山
に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
の
受
動
的
な
受
け

入
れ
体
質
を
能
動
的
な
体
質
へ
と

転
換
さ
せ
、豊
か
で
貴
重
な
自
然

の
保
護
に
努
め
な
が
ら
魅
力
あ
る

施
策
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
弊
社
の
課
題
で
あ

る
と
同
時
に
地
元
企
業
、商
店
の

課
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。来

山
者
の
減
少
傾
向
に
危
機
感
を
持

ち
、そ
の
危
機
感
を
共
有
し
て
、活

力
の
あ
る
地
域
と
な
っ
て
お
客
様

を
迎
え
る
体
制
を
再
構
築
し
、情

来
山
の
状
況
と
傾
向

今
後
の
課
題

◇◇◇◇◇◇ 第

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

石
井
昭
久
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
ピ
ー
カ
ー
：
船
江
栄
次

テ
ー
マ
：

「
事
業
環
境
の
変
化
と
高

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

◇
閉
会
点
鐘

峰
尾

孚

＊
高
尾
山
の
も
み
じ
の
枝
先
の
葉
が

黒
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。台
風
の
塩

害
が
こ
こ
ま
で
及
ん
で
い
る
そ
う

で
驚
き
ま
し
た
。

＊
理
事
会
、全
員
協
議
会
で
推
薦
さ

れ
ま
し
た
三
浦
会
員
が
、今
月

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

＊
今
年
は
木
枯
ら
し
１
号
が
吹
か
な

い
ま
ま
冬
に
入
り
そ
う
で
す
。

＊
甲
州
街
道
の
銀
杏
の
葉
が
、日
当

た
り
に
よ
っ
て
緑
だ
っ
た
り
、黄
色

だ
っ
た
り
し
て
と
て
も
き
れ
い
で
す

会
長
挨
拶
／

峰
尾

孚
会
長

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

会
員
１
１
３
名
中
74
名
出
席

出
席
率
71
・
15
％
。前
々
回
11
月

12
日
Ｉ
Ｍ
の
出
席
率
54
・
81
％
を

ク
ラ
ブ
の
会
費
を
使
っ
て
の
実
施
の

為
１
０
０
％
に
修
正
し
ま
す

◇
会
長
挨
拶

峰
尾

孚
会
長

財
務
副
委
員
長

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

◇
司
会

和
之
会
場
監
督
補
佐

◇
開
会
点
鐘

峰
尾
孚
会
長

◇
Ｒ
ソ
ン
グ

我
ら
の
生
業

◇
食
事
と
交
歓

和
食

◇
出
席
報
告
・ニ
コ
ニ
コ
発
表

山
田
和
夫
出
席
財
務
副
委
員
長

出
席
報
告
・

ニ
コ
ニ
コ
発
表
／

山
田
和
夫
出
席

財
務
副
委
員
長

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

告

報

会

度
年
尾
峰
回
二

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

11
月
22
日
、八
王
子
カ
ン
ト
リ
ー

第

21
日
に
ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
デ
ジ
グ

ネ
ー
ト
に
決
定
し
た
と
ガ
バ
ナ
ー

事
務
所
よ
り
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。皆
様
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

◇
司
会

関
和
之
会
場
監
督
補
佐

例
第
２
５
３
３
回
●
２
０
１
８
・
11
・
30
（
金
）

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

＊
12
／
７
例
会
後
に
年
次

あ
り
ま
す
の
で
ご
出
席
下

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

◇
会
員
増
強
賞
贈
呈

樫
﨑

博
会
員

橋
本

孝
会
員

池
田

勝
会
員

◇
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

な当色す。

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

◇
幹
事
報
告

小
沢
孝
志

席
。月をの

す
。

幹
事
報

小
沢
孝

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

2

ク
ラ
ブ
に
て
第
二
回
峰

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催

秋
涼
爽
快
の
ゴ
ル

勝
は
立
花
会
員
で
し

う
ご
ざ
い
ま
す
。主
な

の
通
り
で
す
。パ
ー
テ

屋
ビ
ル
の
「
秋
吉
」で

親
睦
を
深
め
る
こ
と

た
。親
睦
委
員
会
の

お
疲
れ
様
で
し
た
。

た
皆
様

協
力
の
ほ

よ
ろ

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐長／

三浦眞一
ーノミニーデジグネート

ご挨拶

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

次
総
会
が

下
さ
い
ま

す
。

委
員

次
会
員

高
尾
山

つ
い
て
」

会
長

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

之和関位６
志孝沢小位５
郎一啓原位４
久則藤伊位３
人政松小位２
探花立勝 お

疲
れ
様
で
し
た
。

優

幹
事

報
告
／

孝
志
幹
事 ガバナー

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

介裕村三位01
元浩森石位９
之信本岡位８
人邦田福位７
之和関位

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

峰
尾
年
度
親
睦

催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
日
和
の
中
優

し
た
。お
め
で
と

な
順
位
は
左
記

テ
ィ
ー
は
中
町
鶴

で
お
こ
な
わ
れ

と
が
で
き
ま
し



　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

平成30年12月14日 疾病予防と治療月間

び
方
、進

や
り
方

気
づ
い
た

で
す
と

ぐ
に
大

り
多
く

を
さ
せ

務
所
の

業
し
て

に
学
び

う
で
す

い
う
と

シ
ス
タ
ン

み
て
、や

と
い
う
確

進
ん
だ

ツ
人
も

い
る
と

す
が
、そ

現
れ
方

本
だ
と

ま
な
い

考
え
て

う
な
気

ド
イ
ツ
で
は
、学
校
や
州
に
も
よ

り
ま
す
が
、大
体
、ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の

９
年
生
か
ら
10
年
生
、日
本
で
い
う

と
中
学
生
の
３
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
の
時
、授
業
の
一
環
で
、職
業

体
験
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
よ
う
な

も
の
を
、そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
ま
す
。

私
は
、そ
の
時
ち
ょ
う
ど
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
の
10
年
生
の
学
年
に
い
た
の
で
、職

業
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。私
は
か
ね
て
よ
り
希
望
し
て
い
た

建
築
事
務
所
で
職
業
体
験
を
し
ま

し
た
。誰
で
も
、希
望
す
る
通
り
の

場
所
で
、職
業
体
験
が
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
の
で
す
が
、私
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
助
け
を
借
り
て
、こ
こ

の
建
築
事
務
所
で
職
業
体
験
を
す

る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

こ
で
は
、例
え
ば
図
案
の
書
き
方
を

習
っ
た
り
、こ
れ
は
最
初
の
課
題
で
、

職
業
体
験
に
つ
い
て

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

話
卓

３
の
で
ツ
イ
ド

こ
れ
は

課
題
で

験
を
通

う
に
働

た
り
、建

う
に
働

を
見
る

ろ
ん
の
こ

も
１
番

青少年交換派遣帰国生
森田夏奈 さん

「「
ド
イ
ツ
で
の
３

卓
話

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

進
路
選
択
に
つ
い
て
、色
々
な

方
が
あ
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
を

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。ド
イ
ツ

、高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
す

大
学
に
進
む
と
い
う
人
は
あ
ま

く
な
く
、例
え
ば
職
業
体
験

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
の
建
築
事

の
チ
ー
フ
の
方
は
、高
校
を
卒

す
ぐ
、自
分
が
建
築
を
本
当

た
い
の
か
自
信
が
な
か
っ
た
そ

す
。そ
こ
で
、何
を
し
た
の
か
と

、実
際
に
建
築
事
務
所
で
ア

ン
ト
の
よ
う
な
立
場
で
働
い
て

や
は
り
こ
の
分
野
で
働
き
た
い

確
信
を
持
っ
て
か
ら
、大
学
に

だ
そ
う
で
す
。日
本
人
も
ド
イ

も
、几
帳
面
な
性
格
と
、似
て

こ
ろ
が
言
わ
れ
る
と
思
い
ま

そ
の
几
帳
面
さ
、慎
重
さ
の

方
が
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。日

、例
え
ば
、間
違
っ
た
方
に
進

よ
う
に
、ゆ
っ
く
り
、慎
重
に

て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
多
い
よ

気
が
し
ま
す
。し
か
し
、私
が
こ

が
で
き
た
の
は
、こ
の
３
週
間
の
中

で
、一
番
大
き
な
収
穫
で
し
た
。次

に
転
校
に
つ
い
て
で
す
。私
は
ゴ
ス

ラ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
に
い
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
は
私
も
含
め
て
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
４
人
の
留
学
生
が

い
ま
し
た
。私
と
３
人
の
留
学
生
、あ

わ
せ
て
４
人
は
、は
じ
め
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
の
10
年
生
に
い
ま
し
た
。10
年
生

と
い
う
の
は
、先
ほ
ど
も
少
し
ふ
れ

た
よ
う
に
、高
校
１
年
生
、大
体

15
・
６
歳
く
ら
い
の
学
年
の
年
齢
の

子
た
ち
で
す
。し
か
し
、私
た
ち
留
学

生
、全
部
で
４
人
は
、17
歳
、18
歳

だ
っ
た
の
で
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
大
体

２
つ
年
下
で
し
た
。そ
の
中
で
、み
ん

な
今
一
つ
友
達
関
係
と
か
が
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
が
多
く
て
、ホ
ス
ト
ク

ラ
ブ
の
留
学
生
担
当
の
方
と
、学
年

を
２
つ
あ
げ
て
も
ら
え
な
い
か
、学

校
の
中
で
学
年
だ
け
変
え
て
も
ら
え

な
い
か
、交
渉
し
ま
し
た
。そ
う
す
る

と
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
側
の
判
断
な

の
か
、学
校
側
の
判
断
な
の
か
、私
た

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

」
ら
か
れ
こ
と
間
日
８

最
後
に
や
っ
た
図
案
作
成
の

で
す
。こ
の
３
週
間
の
職
業
体

通
し
て
、ド
イ
ツ
人
が
ど
の
よ

働
い
て
い
る
の
か
を
間
近
に
見

建
築
と
い
う
分
野
で
ど
の
よ

働
い
て
い
る
の
か
、と
い
う
こ
と

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、も
ち

こ
と
で
す
。し
か
し
そ
れ
よ
り

番
大
き
な
収
穫
は
、仕
事
の
選

の
職
業
体
験
を
通
し
て
垣
間
見
た

ド
イ
ツ
の
慎
重
さ
は
ま
た
違
っ
た
も

の
で
し
た
。仕
事
の
選
び
方
、進
路
の

選
び
方
に
関
し
て
だ
け
言
え
ば
、ド

イ
ツ
人
は
色
々
な
も
の
を
試
し
て
み

て
か
ら
、自
分
の
好
み
や
適
性
を
じ
っ

く
り
吟
味
し
て
か
ら
、職
業
や
進
路

を
選
ん
で
い
る
と
思
い
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
や
り
方
が
あ
る
と
知
る
こ
と

ち
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

ど
、学
年
を
変
え
る
よ
り
、学

変
え
た
方
が
早
い
と
い
わ
れ

に
あ
っ
た
職
業
学
校
み
た
い

の
12
年
生
に
編
入
さ
れ
る
こ

り
ま
し
た
。転
校
の
話
が
ま
と

の
が
、４
月
で
し
た
。４
月
と
い

帰
国
ま
で
後
３
か
月
で
、通

も
後
３
か
月
と
い
う
時
期
だ

５５
８
日
間
と
こ
れ
か
ら
」

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

中次スでタがあウ生れ体の学歳体んくク年学えるなた

で
す
。そ
し
て
、転
校
す
る
か
ど
う
か

は
、自
分
で
選
ん
で
い
い
よ
と
言
わ

れ
、私
以
外
の
３
人
は
何
も
考
え
る

こ
と
な
く
転
校
す
る
と
い
っ
た
の
で

す
が
、私
は
、転
校
す
る
べ
き
か
す
ご

く
悩
み
ま
し
た
。と
い
う
の
も
、新
し

い
学
校
に
移
っ
て
も
、あ
と
３
ケ
月
し

か
通
え
な
い
で
す
し
、初
め
の
学
校

で
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
逃

げ
て
い
る
よ
う
な
、敗
北
感
、罪
悪

感
を
も
の
す
ご
く
大
き
く
感
じ
て
い

た
か
ら
で
す
。色
々
悩
ん
だ
末
に
、３

か
月
だ
け
で
も
新
し
い
環
境
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い
、職
業
学

校
の
12
年
生
に
転
校
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。私
が
最
後
に
通
っ
て
い

た
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
大
体
22

人
く
ら
い
で
す
。そ
し
て
、転
校
を
通

し
て
、は
じ
め
は
先
ほ
ど
も
申
し
上

げ
た
通
り
、敗
北
感
、逃
げ
て
い
る

よ
う
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
の
で

す
が
、新
し
い
学
校
で
は
、自
分
が

思
っ
て
い
た
よ
り
も
、友
達
関
係
と

か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
う
ま
く
い
き
は

境
を
変
え
て
み
て
頑

と
も
や
っ
て
も
い
い
ん

し
た
。こ
の
職
業
体
験

然
違
う
よ
う
な
こ
と

２
つ
の
経
験
を
通
し

だ
こ
と
は
環
境
を
変

と
で
す
。例
え
ば
職
業

だ
よ
う
に
、ド
イ
ツ
人

や
進
路
選
択
を
す

色
々
な
も
の
を
試
し

め
る
と
い
う
こ
と
が

た
、私
も
転
校
を
通

変
え
て
頑
張
っ
て
み
る

セ
ス
を
経
験
し
ま
し

え
る
と
い
う
の
は
、意

い
る
こ
と
で
、最
初
に

逃
げ
て
い
る
よ
う
な
引

る
こ
と
も
そ
う
で
す
し

こ
で
頑
張
っ
た
方
が
い

か
、そ
れ
こ
そ
、石
の
上

い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う

じ
場
所
で
踏
ん
張
り

と
も
大
事
な
ん
で
す

え
て
頑
張
る
と
か
、環

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

）
金
（
日
７
月
2
年
８

０

す
け
れ

学
校
を

れ
、近
く

な
学
校

こ
と
に
な

と
ま
っ
た

い
う
と
、

通
え
る
の

だ
っ
た
の

じ
め
ま
し
た
。私
が
、態
度
を
変
え
た

と
か
、性
格
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
と

か
、そ
う
い
う
こ
と
は
な
く
て
、初
め

に
通
っ
て
い
た
学
校
と
、２
つ
目
の
学

校
と
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
だ
い
た
い

同
じ
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
が
、や

は
り
、反
応
が
違
う
、結
果
が
違
う
、

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。そ

れ
を
通
し
て
私
が
学
ん
だ
の
は
、環

２２
０
１
８
年
12
月
７
日
（
金
）

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

張
る
と
い
う
こ

だ
な
と
思
い
ま

験
と
転
校
、全

に
見
え
る
こ
の

し
て
、私
の
学
ん

変
え
る
と
い
う
こ

業
体
験
で
学
ん

人
が
職
業
選
択

る
と
き
に
は
、

て
み
て
か
ら
決

が
多
い
で
す
。ま

通
し
て
、環
境
を

る
、と
い
う
プ
ロ

た
。環
境
を
変

意
外
と
勇
気
の

に
い
た
環
境
か
ら

引
け
目
を
感
じ

し
、こ
の
ま
ま
こ

い
い
の
で
は
な
い

上
に
も
３
年
と

う
に
、ず
っ
と
同

り
続
け
て
い
る
こ

す
が
、環
境
を
変

環
境
を
変
え
て



　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

は
り
私
は
少
数
派
で
し
た
。そ
し
て

初
め
て
自
分
が
少
数
派
の
立
場
に

な
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、少
数
派
だ

か
ら
つ
ら
い
の
で
は
な
く
、色
々
な
物

事
の
仕
組
み
が
、多
数
派
の
人
た
ち

に
沿
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
、少
数

派
の
人
た
ち
が
つ
ら
く
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。例
え
ば

３
週
間
の
ユ
ー
ロ
ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
し

て
、ユ
ー
ロ
ツ
ア
ー
で
た
く
さ
ん
の
国

を
留
学
生
と
ま
わ
る
の
で
す
が
、そ

の
時
の
色
々
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、多

数
派
の
人
た
ち
の
好
み
、南
米
の
人

た
ち
や
、多
く
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
留

学
生
た
ち
の
好
み
や
希
望
に
沿
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。そ
の

他
に
も
、週
末
に
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
、や
は
り
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

み
ん
な
の
好
み
に
沿
っ
て
作
ら
れ
て

い
て
、多
数
派
の
人
の
好
み
に
沿
っ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
私

が
感
じ
た
こ
と
は
、少
数
派
で
あ
る

か
ら
つ
ら
い
の
で
は
な
く
、多
数
派
の

と彼づ度るく民くでりい奥に分でさの自ばん

し
て
寛
容
に
な
ら
な
け
れ
ば
、そ
の

場
所
で
ず
っ
と
、う
ま
く
い
く
か
わ
か

ら
な
い
ま
ま
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。失
敗
を
受
け
入
れ

る
こ
と
、と
い
う
こ
と
も
環
境
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、非
常
に

大
事
な
プ
ロ
セ
ス
な
ん
だ
な
と
わ
か

り
ま
し
た
。

私
は
17
年
間
ず
っ
と
日
本
で
生
き

て
き
て
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
か
、少
数
派

に
属
し
た
こ
と
は
、全
く
と
言
っ
て
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、ド
イ
ツ

に
行
っ
て
み
て
、も
ち
ろ
ん
私
は
外
国

人
で
し
た
。ド
イ
ツ
は
、日
本
に
比
べ

て
移
民
や
難
民
が
多
い
の
で
、そ
の

分
色
々
な
ル
ー
ツ
を
持
っ
た
人
々
が

い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。し
か
し
、そ

れ
は
大
都
市
に
限
っ
た
話
で
、私
の

住
ん
で
い
た
ゴ
ス
ラ
ー
と
い
う
小
さ
な

町
で
は
、や
は
り
私
は
明
ら
か
に
外

国
人
と
い
う
状
態
で
し
た
。そ
し
て
、

色
々
な
国
か
ら
集
ま
っ
た
留
学
生
た

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
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ち
と
集
ま
っ
た
と
き
も
、私
は
や
は

り
少
数
派
で
し
た
。１
８
０
０
地
区

の
留
学
生
は
た
く
さ
ん
い
て
、40
人

近
く
色
々
な
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、そ
の
半
数
以
上

20
人
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
が
、中
南
米
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
メ
キ
シ
コ
と
か
か
ら
の

留
学
生
た
ち
で
し
た
。や
は
り
そ
う

す
る
と
、自
分
の
話
し
や
す
い
言
語

で
す
と
か
、文
化
と
か
好
み
と
か
、そ

う
い
う
面
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、そ
う
い
う
と
き
も
や

私

数
派

人
達
に
沿
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
シ
ス
テ

ム
が
、少
数
派
の
人
た
ち
に
と
っ
て
つ

ら
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、初

め
て
自
分
が
少
数
派
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、他
の
場
面
で
他
の
状
況
で

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
気
持

ち
を
細
か
く
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ド
イ
ツ
に
い

る
難
民
の
方
た
ち
の
気
持
ち
が
よ
く

理
解
で
き
る
と
は
と
う
て
い
言
え
ま

せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、ド
イ
ツ
に
行
っ
た

経
緯
も
、ド
イ
ツ
に
い
る
期
間
も
、私

と
は
全

違

か
ら
で
す
。し
か
し

新
し
い
も
の
を
見
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
と
学
び
ま
し
た
。２
つ
目
が
、失

敗
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、寛
容
に
な

る
こ
と
な
ん
で
す
が
、こ
れ
は
、環
境

を
変
え
る
時
に
非
常
に
大
事
な
も

の
と
学
び
ま
し
た
。実
際
１
個
目
の

学
校
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
す
べ
て
失

敗
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。し
か

し
、そ
れ
を
受
け
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、

学
校
を
変
え
る
こ
と
も
決
め
ら
れ

た
わ
け
で
す
し
、自
分
の
失
敗
に
対

寛
容

れ
ば

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

で
私
た
ち
は
留
学
生
で
は
な
く
、小

さ
な
親
善
大
使
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
国
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。そ
の
中
で

自
分
が
で
き
る
こ
と
、や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し

ん
だ
り
す
る
同
期
や
、自
分
自
身
も

彼

だ
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
言

す
。７
月
頃
に
広
島
の
方
で

洪
水
が
あ
っ
た
こ
と
を
皆
さ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。そ

そ
の
洪
水
の
ニュ
ー
ス
が
、世

色
々
な
国
で
ニュ
ー
ス
に
な
っ

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

にで持きいくまた私

と
は
全
く
違
う
か
ら
で
す
。し
か
し
、

彼
ら
が
感
じ
て
い
る
違
和
感
や
生
き

づ
ら
さ
と
い
う
こ
と
は
、少
し
明
快

度
を
あ
げ
て
想
像
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。私
が
学
校
で
仲
良

く
な
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
難

民
の
子
も
健
康
被
害
の
面
の
ほ
か
た

く
さ
ん
大
変
な
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
、そ
れ
は
私
に
は
１
０
０
％
く
っ
き

り
想
像
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。し
か
し
、少
し
奥
深
く
ま
で

奥
行
き
を
も
っ
て
想
像
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、初
め
て
自

分
自
身
が
少
数
派
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
青
少
年
交
換

れ
を
や
っ
て
き
た
と
言
え
る
こ

世
界
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ

う
こ
と
で
す
。ド
イ
ツ
に
行
っ
た

ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
世
界

換
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ち
ろ
ん
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

メ
ー
ト
等
ド
イ
ツ
で
出
会
っ

な
人
た
ち
は
、私
の
話
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
ま

そ
れ
は
帰
国
直
前
に
気
づ
い

な
ん
で
す
け
れ
ど
、も
う
す

に
帰
国
す
る
の
で
、最
後
に
会

こ
う
と
い
う
と
き
「
そ
う
い

奈
、昔
こ
う
い
う
こ
と
を
話

れ
た
よ
ね
」と
い
う
こ
と
を

く
れ
て
い
る
人
が
ド
イ
ツ
に

ん
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、そ
れ

日
本
の
こ
と
を
少
し
伝
え
た

な
く
、彼
ら
の
心
の
中
に
私

が
今
で
も
残
っ
て
い
る
と
い
う

す
。そ
れ
は
こ
れ
か
ら
私
が

大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
く
と
き

く
大
き
な
基
礎
に
な
る
と

す
。そ
し
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
を

た
く
さ
ん
の
色
々
な
国
か
ら

バ
ウ
ン
ズ
に
も
出
会
い
ま
し
た

の
中
に
、彼
ら
の
心
の
中
に

小
さ
な
親
善
大
使
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

テつ初に

そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
、そ
う
い
う

悩
み
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。し
か
し

そ
の
中
で
、私
が
自
信
を
も
っ
て
こ

れ
を
や
っ
て
き
た
と
言
え
る
こ
と
は
、

で
す
。そ
う
す
る
と
色
々
な
国
の
、

も
う
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
、色
々
な
国
の
世
界
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
友
達
た
ち
か
ら
、「
夏
奈
や
家

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

い
た
こ
と

ぐ
日
本

会
っ
て
お

え
ば
夏

話
し
て
く

覚
え
て

た
く
さ

れ
は
私
が

た
だ
け
で

の
存
在

う
こ
と
で

世
界
と

き
、す
ご

思
い
ま

を
通
し
て

ら
の
イ
ン

た
。彼
ら

私
が
ま

言
え
ま

大
き
な

さ
ん
覚
え

そ
の
時
に

界
中
の

っ
た
よ
う

派
遣
さ
れ
て
い
た
子
は
、け
っ
こ
う
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
分
で
や
っ
て

い
て
、私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
ま
り

や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、す
ご
く
劣

等
感
を
感
じ
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
、先
ほ
ど
も
述
べ
た

よ
う
に
、私
が
発
信
で
き
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。そ
れ
こ
そ
私
が
話
し
た

内
容
を
覚
え
て
い
て
く
れ
る
人
は
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
し
、ク
リ
ス
マ
ス
の

会
議
に
は
、ド
イ
ツ
の
あ
る
人
が
こ
う

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
ド
イ
ツ
人
だ
っ

た
ら
、そ
ん
な
こ
と
は
疑
問
に
普
通

思
わ
な
い
よ
。そ
ん
な
こ
と
を
質
問

し
て
く
れ
る
な
ん
て
面
白
か
っ
た
。あ

り
が
と
う
。」と
言
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、た
だ
一

方
的
に
伝
え
る
手
段
よ
り
も
、例
え

ば
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
質
問
す
る
、相
手

の
意
見
を
聞
い
て
み
る
、そ
う
い
う

質
問
の
形
式
で
も
自
分
の
観
点
や
、

切
り
口
で
、日
本
の
こ
と
を
少
し
ず

つ
発
信
し
て
い
け
る
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
私
が
発
信
で
き
た

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　

こ
と
は

っ
た
と
い

た
の
で
、

界
と
言
い

せ
ん
。も

や
ク
ラ
ス

た
色
々

色
々
な

ま
し
た
。

い
た

て
い
る
友
達
た
ち
か
ら
「
夏
奈
や
家

族
は
、無
事
、大
丈
夫
？
」と
い
う
連

絡
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
を
見
て
私
は
、み
ん
な
の
心
の

中
に
ま
だ
い
る
、世
界
と
私
は
つ
な

が
っ
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
し
て
私
が
発
信
で
き

た
こ
と
、こ
れ
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。私
の
同
期
で
例
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
に

派
遣

れ
て
い
た
子
は
、け
っ
こ

大

　 　　　　  

　

 

　

　

　
　



　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

平成30年12月14日 疾病予防と治療月間

し
ま
す
。こ
の
青
少
年
交
換
派
遣
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、語
学
留
学
で
は
な
い

の
で
、現
地
の
言
語
を
勉
強
す
る
と

い
う
こ
と
は
、必
要
最
低
限
、当
た

り
前
の
こ
と
、と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま

す
。私
も
そ
の
考
え
に
は
賛
成
な
の

で
、あ
え
て
言
語
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、卓
話
や
ス
ピ
ー
チ
で
あ
ま
り
話

さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。し
か
し
、私
は
１
年
間
ド
イ
ツ

語
と
真
剣
に
向
か
い
続
け
て
、感
じ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
お
話
し

し
ま
す
。ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
る
前
、

３
か
月
ぐ
ら
い
ド
イ
ツ
語
を
勉
強

し
、準
備
し
て
か
ら
行
っ
た
の
で
す

が
、そ
れ
は
ほ
ぼ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
使
え
な
い
よ
う
な
状
況
で
し

た
。ち
ょっ
と
だ
け
文
法
を
学
ん
だ
だ

け
で
し
た
。そ
ん
な
中
で
ド
イ
ツ
で
必

死
に
周
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ

語
と
向
き
合
い
続
け
て
、私
は
言
葉

に
対
し
て
敏
感
に
な
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。は
じ
め
は
ほ
ぼ
未
知
の
言
語

の
ド
イ
ツ
語
で
、何
か
を
読
む
と
き

う
習
慣
が
自
然
に
身
に
つ
き
ま
し

た
。そ
し
て
最
近
気
づ
い
た
の
が
、そ

の
習
慣
を
母
国
語
で
あ
る
日
本
語

で
も
自
然
に
無
意
識
に
応
用
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。例
え
ば
同
じ

本
を
読
ん
で
い
て
も
、な
ん
で
こ
の
作

者
は
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
の
だ
ろ

う
、こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
選
ん
だ
の
だ
ろ

う
と
い
う
風
に
、言
葉
の
一
つ
一
つ

に
真
剣
に
向
き
合
い
な
が
ら
読
む
の

で
、同
じ
文
章
で
も
深
く
読
め
る
よ

う
に
な
り
、面
白
く
読
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
最
近
見
つ
け

た
一つ
目
の
発
見
で
す
。２
つ
目
は
、

当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
で
す

が
、難
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

懐
か
し
い
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、身
近
に
感
じ
て
い
る
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。し
か
も

そ
れ
は
ド
イ
ツ
だ
け
で
は
な
く
、

色
々
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。そ
う

や
っ
て
身
近
に
思
う
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、身
の
回
り
で

まの候どたがりラは間や２たをての１て１てま通う

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

こ
と
を
、少
し
で
も
心
の
中
に
持
っ
て

く
れ
て
い
る
人
が
今
世
界
に
た
く
さ

ん
い
る
と
い
う
こ
と
が
、私
の
今
の
誇

り
で
す
。

今
ま
で
ド
イ
ツ
で
発
見
し
、考
え

感
じ
た
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

最
後
に
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
帰
っ
て

き
て
、５
か
月
た
っ
た
今
、自
分
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
新

た
に
発
見
し
た
の
で
、そ
れ
を
お
話

も
聞
く
と
き
も
、言
葉
の
一
つ
一
つ

真
剣
に
観
察
す
る
よ
う
に
向
き
合

わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
時
期
が

最
初
の
半
年
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
段
々
慣
れ
て
く
れ
ば
、聞

き
取
り
も
読
む
の
も
楽
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
が
、そ
れ
で
も
言
葉
の
一

つ
一
つ
を
受
け
止
め
る
作
業
と
い
う

の
は
、今
ま
で
の
私
の
体
験
に
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
に
し
て
ド

イ
ツ
語
と
向
か
い
続
け
た
結
果
、言

葉
の
一
つ
一
つ
に
真
剣
に
向
き
合

起来めい見ニとのたえれば

５
か
月
間
で
気
づ
い
た
こ
と

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、派
遣
前
の
１
年

間
の
研
修
を
こ
ん
な
に
も
し
っ
か
り

や
っ
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
は
、本
当
に

２
７
５
０
地
区
だ
け
と
思
い
ま
し

た
。こ
の
１
年
間
が
な
け
れ
ば
、覚
悟

を
あ
ま
り
持
た
ず
に
ド
イ
ツ
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。派
遣
前

の
１
年
の
研
修
に
よ
り
、ド
イ
ツ
で
の

１
年
間
が
と
て
も
充
実
し
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
の
派
遣
準
備
期
間
の

１
年
間
と
派
遣
の
１
年
間
、合
わ
せ

て
２
年
間
、本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ロ
ー
タ
リ
ー
を

通
し
て
、大
き
な
貢
献
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

い
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
は

見
向
き
も
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な

ニュ
ー
ス
で
も
、少
し
耳
を
傾
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、世
界

の
遠
く
で
起
こ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
こ
と
も
、自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
は
ド
イ
ツ
で
の
１
年
間
が
な
け
れ

ば
、持
ち
え
な
か
っ
た
習
慣
だ
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、１
年
間

の
素
敵
な
ド
イ
ツ
で
の
経
験
と
派
遣

候
補
生
と
し
て
の
１
年
間
の
研
修
を

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ド
イ
ツ
で
も
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
方

が
い
て
、そ
の
ク
ラ
ブ
の
様
子
を
見
た

り
、他
の
色
々
な
国
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
様
子
を
聞
い
た
り
し
た
こ
と

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

十
二
月
三
祝

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
た
く
さ
ん
の
出

来
事
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い

こ
と
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
は
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順

結
婚
記

伊
藤

池
田
あ

笠
井

立
花

山
本

船
江

船
江

八
木

的
田

青
木

小
林

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

会
員
令

平
沼

竹
松

城
所

羽
田

山
田

榊
田
和

伊
藤

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

祝

会
員
誕

大
田

森田
辺
隆

樫
﨑

渕
上

笠
井

高
橋

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

順
不
同

会
員
敬
称
略
）

誕
生
祝

令
夫
人
誕
生
祝

記
念
祝

吉
彦

83
回

明

81
回

隆
一
郎

78
回

博

74
回

安

64
回

豊

55
回

光
康

50
回

北
斗

49
回

悦
子
様

敬
子
様

珠
江
様

美
代
様

和
加
子
様

彩
子
様

あ
ゆ
み
様

和
美
様

章
子
様

淳
子
様

綾
子
様

栄
次

28
回

和
祥

24
回

健
司

18
回

清
治

５
回

秀
司

４
回

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　

　 　　　　  

　　

　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　　

 

 　 　
 　
 　
 　
 　
 　 　
 　
 　
 　

　

　

 

　　　　　

　

　　　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　

　

　　
　

　　　　
 

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　　



 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

会

総

次

平成30年12月14日 疾病予防と治療月間

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◆

羽
田
珠
江
様

山
田
美
代
様

榊
田
和
加
子
様
・
伊
藤
彩
子
様
・

池
田
あ
ゆ
み
様
・
笠
井
和
美
様
・

立
花
章
子
様
・
山
本
淳
子
様
・

船
江
綾
子
様

結
婚
記
念
祝

的
田
健
司
・
船

江
栄
次
・
八
木
知
祥
・
青
木
清

治
・
小
林
秀
司

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

◇
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

田
村
肇
新
世
代
委
員
長

ス
ピ
ー
カ
ー
：
青
少
年
交
換
派

遣
帰
国
生

森
田
夏
奈
氏

テ
ー
マ
：
ド
イ
ツ
で
の
３
５
８

日
間
と
こ
れ
か
ら

◇
バ
ナ
ー
拝
受

１
８
０
０
地
区
ゴ
ス
ラ
ー
ノ
ー

ト
ハ
ー
ズ
Ｒ
Ｃ
よ
り

◇
閉
会
点
鐘

峰
尾

孚
会
長

◇
次
年
度
理
事
・
役
員
承
認
に
つ
い
て

満
場
一
致
で
承
認

渕
上
安
出
席
財
務
副
委
員
長

会
員
１
１
３
名
中
80
名
出
席
。

出
席
率
76
・
92
％
。前
々
回
11
月

16
日
の
出
席
率
72
・
12
％
を
84
・

62
％
を
に
修
正
し
ま
す
。

◇
会
長
挨
拶

峰
尾

孚
会
長

＊
早
い
も
の
で
、７
月
に
会
長
を
拝

命
し
て
か
ら
５
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。

＊
本
日
は
交
換
学
生
の
森
田
夏
奈

さ
ん
が
ご
両
親
と
ご
一
緒
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

＊
海
外
か
ら
も
交
換
学
生
が
派
遣

さ
れ
て
き
ま
す
が
、日
本
の
よ
う

に
派
遣
の
準
備
を
し
っ
か
り
し
て

い
る
所
は
珍
し
い
よ
う
で
す
。

＊
ド
イ
ツ
で
の
３
５
８
日
間
に
つ
い
て

の
卓
話
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇
幹
事
報
告

小
沢
孝
志
幹
事

＊
サ
イ
パ
ン
の
台
風
被
害
へ
一
人
当

た
り
千
円
の
義
捐
金
を
送
る
こ

と
が
理
事
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

＊
12
／
11
・
12
に
読
書
感
想
画
コ
ン

年
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●
２
０
１
８
・
11
・
30
（
金
）

◇
竹
松
・
家
内
の
誕
生
祝

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
で
87
歳
に
な
り
ま

◇
田
辺
・
誕
生
祝
い
を
い

ま
す
。

◇
樫
﨑
・
本
日
誕
生
祝
い

だ
き
ま
す
の
で
。

◇
森
・
誕
生
祝
を
い
た
だ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
大
田
・
三
祝
あ
り
が
と
う

い
ま
す
。

◇
髙
橋
・
誕
生
祝
い
を
い

ま
す
。

◇
青
木
・
今
月
、結
婚
祝

◇
峰
尾
会
長
・
船
江
会
員
の
卓
話

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
小
沢
幹
事
・
船
江
会
員

卓
話

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
立
花
・
第
２
回
親
睦
ゴ
ル
フ
に

て
優
勝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
船
江
・
卓
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◇
樫
﨑
・
船
江
会
員
の
卓
話
楽
し

み
で
す
。

ク
ー
ル
の
絵
が
八
王
子
駅
南
口
の

総
合
事
務
所
４
階
で
展
示
さ
れ

ま
す
。

＊
来
週
12
／
14
の
例
会
の
ロ
ー
タ

リ
ー
控
室
は
３
階
の
「
ア
イ
リ
ス
」

で
す
。

◇
三
祝

会
員
誕
生
祝

樫
﨑
博
・
森
明
・

田
辺
隆
一
郎
・
髙
橋
光
康
・
平

沼
北
斗
・
笠
井
豊
・
大
田
吉
彦
・

渕
上
安
（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

会
員
令
夫
人
誕
生
祝

竹
松
悦
子
様
・
城
所
敬
子
様
・

羽
田
珠
江
様
・
山
田
美
代
様
・

◇
司
会

倉
田

正
会
場
監
督

◇
開
会
点
鐘

峰
尾

孚
会
長

◇
君
が
代
斉
唱

◇
Ｒ
ソ
ン
グ

奉
仕
の
理
想

◇
お
客
様
の
ご
紹
介

峰
尾
会
長

森
田
夏
奈
様
、

森
田

彰
様
、

森
田
美
和
子
様

◇
食
事
と
交
歓

中
華

◇
出
席
報
告
・ニ
コ
ニ
コ
発
表

渕
上
安
出
席
財
務
副
委
員
長

例
第
２
５
３
４
回
●
２
０
１
８
・
12
・
７
（
金
）

 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

）
略

会
員
敬
称

不

（
順

o

東京八王子西ロータリークラブ
〒192-0083 東京都八王子市旭町14番1号 京王プラザホテル八王子 8F

TEL.042-649-3751 FAX.042-649-3753

http://www.hachiojji-west-rc.org

幹事 小沢 孝志 広報委員会 原 巌 青木清治 平野智彦 土岐静雄 大田吉彦 浅川立憲会長 峰尾 孚

皆様の投稿をお待ちしております。お気軽にお寄せください。 アイデアを拡げよう : ww

●
２
０
１
８
・
12
・
７
（
金
）

い
を
い
た

だ
あ
き
あ

。う
ご
ざ

い
た
だ
き

◇
青
木
今
月
結
婚
祝
を
い
た

だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

◇
田
村
・
森
田
さ
ん
本
日
は
卓
話

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

◇
平
沼
・
誕
生
祝
い
い
た
だ
き
ま

す
。

◇
笠
井
・
誕
生
日
の
お
祝
い
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
渕
上
・
誕
生
祝
い
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

◇
小
林
秀
司
・
結
婚
記
念
の
祝
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
で
す

◇
大
石
和
春
・
結
婚
記
念
日
の
花

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
西
川
・
妻
の
誕
生
祝
を
頂
き
ま

し
た
の
で
。

◇
金
子
・
船
江
さ
ん
の
卓
話
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

◇
関
・
結
婚
記
念
日
の
お
花
を
頂

き
ま
し
た
の
で
。

◇
秋
間
正
好
・
お
誕
生
日
の
お
祝

い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
松
島
・
誕
生
日
月
な
の
で
。

◇
三
村
・
銀
婚
式
の
お
花
を
頂
き

ま
し
た
。

◇
峰
尾
会
長
・
交
換
学
生
森
田
さ

ん
、ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
、一
年
間

の
留
学
、本
日
の
卓
話
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
小
沢
幹
事
・
森
田
夏
奈
さ
ん
、

卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
藤
巻
・
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　 　　　　

  　  　
　

  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

　

　

　

 

　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

小林孝行

ww.rotary.org

祝
あ
り
が

。皆
様
の

ま
し
た
。

い
た
だ
き

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　

  
 

  　

  
　
　

　

　

　

　　


